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今年度、役場への鳥獣関係の通報

〇 鳥獣関係の問い合わせ件数 640件（例年400～500件前後）

〇 野鳥、ヘビ、コウモリ、タヌキなど中型獣、ニホンザル、

ニホンジカ、カモシカ、ツキノワグマなど大型獣

様々な生き物に関する問い合わせ

ツキノワグマ 最多 ２２３件 目撃、クマ誤報、状況伺い

イノシシ １１７件 豚熱から回復

野鳥 バードストライク 窓ガラス衝突 多数



なぜ町に出没するのか？

〇 豊かな自然がある、そこには様々な野生鳥獣が生息する

人と野生動物の住処が重なっていること

〇 自然下の食料(実のなる木など)、潜み場所、通り道など、

家の身近に動物たちの生活の要素がそろっている！

被害、トラブルも発生

遠景（手前ゴルフ場と別荘地）



安全、安心に暮らすために

〇 野生鳥獣が生息する自然の中にいます。

身近に様々な野生鳥獣が生息することを知る。

基本、襲わずに、逃げていきます。

〇 無意識に野生鳥獣を引き寄せていることもある

誘引物管理、常日頃から片隅で意識、注意すること！



引き寄せないこと

•屋外に食糧を保管しない（とくに夜間）

野生動物は匂いに敏感！！

•野鳥の餌台には適量の餌を

餌台に来るのは、リスだけではない

サルを見かけたら直ちに片付ける

•たべものを与えないこと（餌付けしない）

餌台に餌付いたアライグマ

ニホンザル被害 テラスのネギ



たべものを与えないこと

•行動が変化、餌をもらえる周辺に
集中、出没頻度が増加

•人慣れを助長、危険な行動も懸念

壁を叩く、奪う、危険行動を

誘発する懸念

観光客から餌をねだりに来たキツネ



防除すること（とくに農作物）

•防除対策が必須

柵、ネット、電気柵などで囲うこと（防除する）

•庭、畑の脇への投棄(廃棄野菜など)に注意

•被害があったら、町まで相談ください。

農作物の防除施設の設置費用の一部補助

イノシシから守る簡易な防除ネット

ニホンザル ネギ被害



出会わないことが一番

•クマ鈴、ラジオなど、音の出るものを携帯

目の前で遭遇するのを避ける

•見通しの悪い場所は注意

潜み場所（やぶ）をなくすこと

（家周りは、常に見通し良くする）

•イヌの散歩は必ずリードを付ける

（むやみに山林に立ち入らない）

飼い犬には必ずリードを付けて

クマ鈴



もし会ってしまったら、近づかないこと

•あわてない、騒がない、走らない

•むやみに近づかない

スマホなど、写真撮影も注意

「人はなにもしない！」

、人慣れを助長

•そっと、後ずさりして離れる

（引き返す）

別荘地内を歩くカモシカ

イノシシ



出没しにくい環境づくりにご協力を

•家の周りにも野生動物が生息、出没する

（豊かな自然の中にいる認識を）

•引き寄せない

（常日頃から、予防、備えの意識を）

•町中は、野生動物が生息しにくい環境づくり

（野生動物にとっての魅力をなくすこと）

ご協力をお願いします

町実施 緩衝帯整備事業 離山南麓



町役場に連絡・ご相談を

野生鳥獣全般の問い合わせ
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軽井沢さるくまなびねっと

サル群れの位置情報、クマ出没情報など、

町のホームページに公開

サル、クマ情報の携帯メール配信サービス(登録制)

サルは17時10分頃、クマは目撃など出没情報あれば配信

FM軽井沢によるニホンザルの位置情報(モンキーレポート)

ＦＭ軽井沢のWｅｂ、ラジオで群れ位置情報を公開


